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神戸市立工業高等専門学校 2023年度シラバスシラバス

流体力学Ⅱ (Fluid Mechanics II)

機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．工学科・5年R組・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

4年次の流体力学の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．流体力学Iでは，レポート，演習で評価する．主に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，流体の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．性質，レポート，演習で評価する．静力学，レポート，演習で評価する．完全流体の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．流れ，レポート，演習で評価する．内部流れ，レポート，演習で評価する．外部流れを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．学んだが，レポート，演習で評価する．5年次の流体力学の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．流体力学II
では運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則，レポート，演習で評価する．流体機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのう．運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分との角運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．流体の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．流れに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，適用し，流体と機械部分とのし，レポート，演習で評価する．流体と機械部分との機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．部分とのと機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．
間でのエネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機での効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．エネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機なう機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機流体機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．での効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．エネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，ついて理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．させる．流体エネルギーを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．機
械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．的エネルギーに変換する原動機，その逆を行なう被動機を対象とする．エネルギーに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機する原動機，レポート，演習で評価する．その効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．逆を行なう被動機を対象とする．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機なう被動機を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．対象とする．と機械部分とのする．

【A4-M2】流体機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．は原動機と機械部分との被動機に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，分との類でき，それぞれ水車とポンプでき，レポート，演習で評価する．それぞれ水車とポンプと機械部分とのポンプ
で代表されることを理解する．されること機械部分とのを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．する．

流体機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．は原動機と機械部分との被動機に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，分との類でき，それぞれ水車とポンプでき，レポート，演習で評価する．それぞれ水車とポンプと機械部分とのポンプで代表されることを理解する．される
こと機械部分とのを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．しているか定期試験，レポート，演習で評価する．中間でのエネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機試験，レポート，演習で評価する．レポート，レポート，演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する．

【A4-M2】質点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解しの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．力学での効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分との角運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．し
，レポート，演習で評価する．連続体である流体の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．流れに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，適用し，流体と機械部分とのできること機械部分との．

質点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解しの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．力学での効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分との角運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．し，レポート，演習で評価する．連続体であ
る流体の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．流れに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，適用し，流体と機械部分とのできるか定期試験，レポート，演習で評価する．中間でのエネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機試験，レポート，演習で評価する．レポート，レポート，演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する．

【A4-M2】相似法則や比速度の概念が，流体機械の設計に有用であるこ比速度シラバスの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．概念が，流体機械の設計に有用であるこが，レポート，演習で評価する．流体機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．設計に有用であるこに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，有用し，流体と機械部分とのであるこ
と機械部分とのを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．する．

相似法則や比速度の概念が，流体機械の設計に有用であるこ比速度シラバスの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．概念が，流体機械の設計に有用であるこが，レポート，演習で評価する．流体機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．設計に有用であるこに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，有用し，流体と機械部分とのであること機械部分とのを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．できて
いるか定期試験，レポート，演習で評価する．定期試験，レポート，演習で評価する．レポート，レポート，演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する．

【A4-M2】羽根車とポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．形状が，半径流形，混流形，斜流形，軸流形に分類されが，レポート，演習で評価する．半径流形，レポート，演習で評価する．混流形，レポート，演習で評価する．斜流形，レポート，演習で評価する．軸流形に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，分との類でき，それぞれ水車とポンプされ
ること機械部分とのを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．する．

羽根車とポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．形状が，半径流形，混流形，斜流形，軸流形に分類されが，レポート，演習で評価する．半径流形，レポート，演習で評価する．混流形，レポート，演習で評価する．斜流形，レポート，演習で評価する．軸流形に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，分との類でき，それぞれ水車とポンプされること機械部分とのを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．
しているか定期試験，レポート，演習で評価する．定期試験，レポート，演習で評価する．レポート，レポート，演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する．

【A4-M2】流体機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．する．

【A4-M2】遠心ポンプの構造と原理を理解する．ポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．構造と原理を理解する．と機械部分との原理を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．する．
遠心ポンプの構造と原理を理解する．ポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．構造と原理を理解する．と機械部分との原理を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．できているか定期試験，レポート，演習で評価する．定期試験，レポート，演習で評価する．レポート，レポート，演習で評価する．演習で評価する．で評価する．
する．

【A4-M2】水力機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．で起こるキャビテーションを理解する．こるキャビテーションを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．する．
水力機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．で起こるキャビテーションを理解する．こるキャビテーションを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．できているか定期試験，レポート，演習で評価する．定期試験，レポート，演習で評価する．レポート，レポート，演習で評価する．演
習で評価する．で評価する．する．

【A4-M2】ポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．性能曲線，レポート，演習で評価する．ポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．連合運転を理解する．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．する．
ポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．性能曲線，レポート，演習で評価する．ポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．連合運転を理解する．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．できているか定期試験，レポート，演習で評価する．定期試験，レポート，演習で評価する．レポート
，レポート，演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する．

成績は，試験は，レポート，演習で評価する．試験80%　レポート20%　と機械部分とのして評価する．する．なお，レポート，演習で評価する．試験成績は，試験は，レポート，演習で評価する．中間でのエネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機試験と機械部分との定期試験の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．平均点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解しと機械部分とのする．100点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解し満点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解し
で60点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解し以上を合格とする．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．合格とする．と機械部分とのする．

「機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．工学演習で評価する．シリーズ1演習で評価する．水力学」生井武夫著(森北出版)
機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．工学必携(第8版)馬場秋次の流体力学郎・吉田嘉太郎編(三省堂)
授業で配布するプリントするプリント

「大学基礎流体機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．改訂版」辻茂著(実教出版)
流体力学，レポート，演習で評価する．中村克孝(パワー社)

M4R「流体力学I」，レポート，演習で評価する．AM1「熱流体計に有用であるこ測」，」，レポート，演習で評価する．AM2「流れ学」

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（流体力学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 流体力学の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．基礎事項の確認と運動量の法則の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．確認と運動量の法則と機械部分との運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則

2 運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．応用し，流体と機械部分との 曲がり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機管や平板などに作用する流体力を運動量の法則を用いて求める方法を解説し，演習を行う．や比速度の概念が，流体機械の設計に有用であるこ平板などに作用する流体力を運動量の法則を用いて求める方法を解説し，演習を行う．などに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，作用し，流体と機械部分とのする流体力を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．用し，流体と機械部分とのいて求める方法を解説し，演習を行う．める方法を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．し，レポート，演習で評価する．演習で評価する．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機う．

3 運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．応用し，流体と機械部分との 流体の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．エネルギーを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．利用し，流体と機械部分とのするペルトン水車とポンプおよび角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分との衝動タービンに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，対して運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．応用し，流体と機械部分とのする方法を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．し，レポート，演習で評価する．演習で評価する．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機う．

4 運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．応用し，流体と機械部分との 噴流に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，よる推力や比速度の概念が，流体機械の設計に有用であるこ，レポート，演習で評価する．プロペラおよび角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分との風車とポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．原理に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，対して運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．応用し，流体と機械部分とのする方法を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．し，レポート，演習で評価する．演習で評価する．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機う．

5 角運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則，レポート，演習で評価する．角運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．応用し，流体と機械部分との

6 角運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．応用し，流体と機械部分との フランシス水車とポンプに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，対して運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．応用し，流体と機械部分とのする方法を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．し，レポート，演習で評価する．演習で評価する．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機う．

7 運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則・角運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．まと機械部分とのめと機械部分との演習で評価する． 前半の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．知識を総復習し，とくに重要な内容について演習を行う．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．総復習で評価する．し，レポート，演習で評価する．と機械部分とのくに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，重要な内容について演習を行う．な内容について演習を行う．に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，ついて演習で評価する．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機う．

8 中間でのエネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機試験 前半の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．知識を総復習し，とくに重要な内容について演習を行う．の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．習で評価する．得を，中間試験により確認するを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．，レポート，演習で評価する．中間でのエネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機試験に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，より流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機確認と運動量の法則する

9 中間でのエネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機試験の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．答・解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．，レポート，演習で評価する．前半の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．復習で評価する． 中間でのエネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機試験の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．答・解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機うと機械部分とのと機械部分とのもに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，，レポート，演習で評価する．前半の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．知識を総復習し，とくに重要な内容について演習を行う．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．総復習で評価する．する．

10 相似法則 相似法則と機械部分とのその効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．応用し，流体と機械部分との方法に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，ついて解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．し，レポート，演習で評価する．演習で評価する．問題をする．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．する．

11 ポンプに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，おける相似則，レポート，演習で評価する．羽根車とポンプ形状が，半径流形，混流形，斜流形，軸流形に分類されと機械部分との効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する． ターボ形流体機械における相似則の活用，羽根車の形状とエネルギー変換効率などについて解説し，演習問題をする．形流体機械の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，おける相似則の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．活用し，流体と機械部分との，レポート，演習で評価する．羽根車とポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．形状が，半径流形，混流形，斜流形，軸流形に分類されと機械部分とのエネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．などに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，ついて解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．し，レポート，演習で評価する．演習で評価する．問題をする．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．する．

12 ポンプ特性 ポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．特性曲線や比速度の概念が，流体機械の設計に有用であるこ，レポート，演習で評価する．ポンプ特性と機械部分との配管や平板などに作用する流体力を運動量の法則を用いて求める方法を解説し，演習を行う．特性と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．適合などに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，ついて解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．する．

13 遠心ポンプの構造と原理を理解する．ポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．構造と原理を理解する．と機械部分との運転を理解する．方法 遠心ポンプの構造と原理を理解する．ポンプの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．構造と原理を理解する．と機械部分との種類でき，それぞれ水車とポンプを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．し，レポート，演習で評価する．実際に運転する際の注意点などを説明する．に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，運転を理解する．する際に運転する際の注意点などを説明する．の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．注意点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解しなどを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．明する．する．

14 遠心ポンプの構造と原理を理解する．ポンプに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，おける諸問題をする． 遠心ポンプの構造と原理を理解する．ポンプで発生する旋回失速や比速度の概念が，流体機械の設計に有用であるこサージング，レポート，演習で評価する．キャビテーションと機械部分とのいった諸問題について解説する．諸問題をする．に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，ついて解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．する．

15 ポンプに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，関する総復習と演習する総復習で評価する．と機械部分との演習で評価する． 後半の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．知識を総復習し，とくに重要な内容について演習を行う．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．総復習で評価する．し，レポート，演習で評価する．と機械部分とのくに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，重要な内容について演習を行う．な内容について演習を行う．に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，ついて演習で評価する．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

4年で学習で評価する．した諸問題について解説する．流体力学の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．ポイントを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．確認と運動量の法則した諸問題について解説する．上を合格とする．で，レポート，演習で評価する．質点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解しの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．力学に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，おける運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．流体に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，適用し，流体と機械部分とのした諸問題について解説する．場合の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，ついて
解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．する．

質点の力学での運動量の法則および角運動量の法則を理解しに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，おける角運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則と機械部分とのそれを理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．流れに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，適用し，流体と機械部分とのした諸問題について解説する．場合の効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，ついて解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．する．さらに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，遠心ポンプの構造と原理を理解する．ポンプに流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，角運動量の法則，流体機械を扱う．運動量の法則および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分とのの効率を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．法則を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．適
用し，流体と機械部分とのする方法を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．説し，演習を行う．し，レポート，演習で評価する．演習で評価する．を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機う．

備など）
考

前期中間でのエネルギー変換を行なう機械装置つまり流体機械でのエネルギー授受について理解させる．流体エネルギーを機試験および角運動量の法則を流体の流れに適用し，流体と機械部分との前期定期試験を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．実施する．する．
状が，半径流形，混流形，斜流形，軸流形に分類され況に応じて再試験を実施する場合がある．に流体の性質，静力学，完全流体の流れ，内部流れ，外部流れを学んだが，応じて再試験を理解できているか定期試験，レポート，演習で評価する．実施する．する場合がある．
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